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多胎児退院時のチャイル ドシート指導

市川 知 則D,荻 野 和 枝
0,辻   敦 敏Э

〔論文要旨〕

近年,生 殖補助医療の進歩に伴い,多 胎の分娩数が増加している。多胎の場合,退 院時に新生児対応

のチャイルドシートが数台車載されることとなり,物 理的制約が生じる。われわれの施設では,平 成12

年より退院指導の一環としてチヤイルドシート装着指導と実地検分を行ってきた。その結果,多 胎では

単胎と比較して小型の乗用車が少なく, また中古やレンタルのチャイルドシートの比率が高く,車 と物

理的な不適合を起こすことが多いということがわかった。多胎では保護者に対して,車 種とチャイルド

シートの物理的適合性を重視した指導を行い,子 どもの乗車中の安全を確保することが肝要であると考

えられた。
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I .緒
進歩に伴い入院割合が増加傾向であり (図1),

物理的に制約の強い多胎に焦点を当てて調査を

行った。平成12年4月から道路交通法第71条3第 4項

により,6歳 以下の乳幼児にチヤイルドシート

(以下 CS)の 装着が義務化された。。平成16年

の警察庁による調査でも死亡率を4分の 1に減

ずる効果が認められ,交 通安全キャンペーンで

も重点的に取り組まれるようになった。しか

し,単 胎が基本であり,近 年増加傾向の多胎に

は特別な注意が喚起されていない。われわれの

施設では,平 成12年から小児科医師および看護

師が,チャイルドシート・セーフテイー (httpノ/

h o m e . a t t . n e . j p / o r a n g e / C S S /  以下 CS S )に

所属する米国運輸省交通安全局認定チヤイルド

シート安全技術員養成インストラクターの講習

を受け,CSに 対する専門的な知識を取得。そ

れを元に,退 院指導の一環としてCS指 導を導

入してきた。その中で,近 年生殖補助医療の

究研

総入院数

図 1 当 院の4年 間の多胎入院の推移

2005年には全体の1/弱弓を占めるようになってきた
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1.対 象 ・方法

平成14年以降の 3年 間で,実 地検分に対し保

護者から文書で同意を得た単胎38名 (単胎群)

と多胎24組 (多胎群)を 対象とした。退院時に

CSの タイプ,新 旧,車 種,車 との適合性など

について,ス タッフが駐車場まで同行し検分を

行った (図2)。CSは ベビーシー ト,コ ンバー
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チブル,チャイルドベッドの 3種類に分類 (図3),

車種はミニバン,ス ポーッ多 目的車 (SUV),

ワゴン,セ ダン,小 型 ・軽自動車に分類 した。

車との適合性は,取 り付け不能なものを 「重度

の不適合」,著 しく不便なものを 「中等度の不

適合」,工 夫により改善できるものを 「軽度の

不適合」とした (表1)。

Ｖ
Ｌ
謝

図 2 実 際の実地検分の様子

a:SUV車 にチャイルドベッドを設置,助 手席は禁忌である

b:中 央ウォークスルーのミニバンにベビーシートを3台無理なく設置

c:タ ーン構造のコンバーチブル2台 を大型のミニバンに設置,3列 目で取付け困難

d:SUV車 にコンバーチブルを2台 ,中 央には座れない

<チ ャイル ドベッ

<タト4・l‐けロッキングクリップ>

代表的なチャイル ドシートの種類図 3

<ベ ビーシー ト> <コ ンバーチブル>
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重度の不適合
チャイルドシートを取付けることができなし

取付け禁忌の座席に取付けざるを得ない

中等度の不適合

物理的に極端に取付けにくい

前のシートの背面がチヤイルドシ
ートに干渉する

同乗者が乗降できない,座 れない

シートベルトが短かすぎる

シートベルトバックルの角度が高い
※

軽度の不適合

(改善可能)

シートとの相性が悪い (柔らかすぎや硬すぎ)
シートベル トバックルが長すぎる

不適合なし きちんとつけることができる

第66巻  第 2号 ,2007

表 1 車 との適合性の分類

※

シー トベル トバックルが

起ちすぎると固定が弱 く

なる

Ⅲ.結    果

CSは ベビーシー トが多胎群は21台 (40%)

単胎群で15台 (39%),コ ンバニチブルが多胎

群は25台 (48%)単 胎群で18台 (47%),チ ヤ

イルドベッドが多胎群は6台 (12%)単 胎群で

5台 (13%)と ほぼ同等であった。

退院時に新品のCSを 入手したのが多胎群は

30台 (58%)単 胎群で31台 (82%),中 古品が

多胎群は13台 (25%)単 胎群で 7台 (18%),

レンタルが多胎群は9台 (17%)単 胎群で0台

(0%)で あり,多胎群では新品の比率が低かつ

た。

l車種は,ミ ニバ ンタイプが多胎群は 9台

(38%)単 胎群で10台 (26%),SUVが 多胎群

は6台 (25%)単 胎群で6台 (16%),ワ ゴン

が多胎群は6台 (25%)単 胎群で6台 (16%)

であつた。セダンが多胎群は2台 (8%)単 胎

群で5台 (13%),小 型 ・軽自動車が多胎群は

1台 (4%)単 胎群で10台 (26%)と ,特 に多

胎群では小型車が少ない傾向であった。多胎群

の9台のミニバンのうち8台は多胎妊娠に際し

て新規購入したものであつた。      |

車との適合は,「重度な不適合」が多胎群は

4例 (17%)で あつたのに対し単胎群で0例 ,
「中等度の不適合」があったのは多胎群で9例

(38%),単 胎群で 1例 (3%),軽 度の不適合は

多胎群で2例 (8%)単 胎群が4例 (11%)で

あり,多 胎群で有意に不適合が多かった。単胎

群の不適合の内容は,車 が古い,シ ートベルト

の破損や硬い革シート,柔 らかすぎるフアブ

リックシートによるものなどであつたが,多 胎

群の場合は物理的に載せられない,エ アバック

のある助手席に載せざるを得ない,取 付けると

同乗者が乗車できない,狭 すぎてCSが 互いに

干渉する,3列 目のドアが開かないため取付け

困難などが多かった (表2)。

Ⅳ.考    察

メーカー各社が作成し,販 売店などに配布し

ているCSの 適合表には,多 胎のことに触れて

いるものはない。しかしここ数年多胎妊娠は増

加傾向であり,周 産期センターでは多胎に遭遇

する機会が更に多くなると考えられる。CSは

不適切な取付けによりかえって子どもの命を危

険にすることもあり,こ のような施設の医療者

は取付けの専門家とならずともきちんと指導で

きることが望まれる。今回の研究で,い くつか

の注意すべき点が明らかになった。

多胎では単胎と比較して明らかに小型車の比

率が低かった。兄弟と比較しても,種 々の介助

を必要とする新生児が同時に複数人乗車するこ

とは,相 当のスペニスを必要とする。半数近い

家庭で,妊 娠中から3列 シートミニバンタイプ

の購入を検討していた。 3列 であれば余裕を

持って対応可能と考えるのは至極当然である
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多胎群 n=24組 52名 (%) 単胎群 n=38名 (%)

類
翻
種

帥
咤

ベビーシート

コンバーチブル

チャイルドベッド

2 1 ( 4 0

25(48

6 ( 1 2

1 5 ( 3 9

18(47

5 ( 1 3

新品購入

CSの 入手方法  中 古品

レンタル

30(58

13(25

31(82

7 ( 1 8

0 ( 0

ミニバ ン

SUV

車種    ワ ゴン

セダン

小型 ・軽

9 ( 3 8 )

6(25)

6(25)

2 ( 8 )

6 ( 1 6

6 ( 1 6

5 ( 1 3

10(261(4)

重度の不適合

車 とCSの適合性*中 等度の不適合

軽度の不適合

0 ( 0

1 ( 3

4 ( 1 1

pく0.05χ
2検
定
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表 2 実 地検分の結果

が,必 ず しもそうでないことに注意が必要で

ある。日本で販売されている3列 シー ト車は,

ほとんどが 3列 目に乗降用の ドアがついてお

らず, 2列 目を通過して乗車することになる。

2列 目のタイプは 6:4可 倒式シー トと中央

ウォークスルーの2タ イプであるが,前 者の場

合 2列 目に2台 CSを 設置すると3列 目に着座

することができなくなる (図4)。 しかし3列

目はCSの 固定に制約が多い。 3列 目はシー ト

ベル トが CS対 応の ALR/ELRス イッチタイプ

でなく,ELRタ イプとなる (図5)。また,側

面にドアがないため, ドアを開けて取付けをす

ることの多いコンバーチブルやチャイル ドベッ

ドは装着しにくい。さらに外付けロッキングク

リップ (図3)の あるものを3列 目につけるこ

とは困難である。また室内長の短い車種では,

3列 ロシー トは補助シー トであり空間が狭 く,

固定のために成人が入ることが難しくなったり

CSと 2列 ロシー トの背もたれがぶつかってし

まったりする現象が起きる。

3列 シー ト車は多胎を妊娠してから購入の算

段に入る場合が多い。納車の期間を考えると,

母親学級や両親学級の段階から保護者に働きか

けを開始し,多 胎に適していると思われる車の

選定に関与してゆくことが望ましい。 3列 シー

ト車を選択する場合,中 央ウォークスルータイ

プが理想となる。 3列 目にCSを 設置するなら

ば,室 内長は最低でも2.5m,で きれば2.75m

以上の,大 人がゆったり座れるスペースが必要

である。

多胎では,CSの 中古品やレンタル品が多く

なることも特徴である。約 4割 の家族が友人や

親類からもらい受けたり,自 治体のレンタル品

を利用 したりしている。近年インターネット

オークション市場も活況で,多 くの中古品が出

回つている。しかし,CSは あ くまでも安全の

ための製品である。中古品は車内で長期間紫外

線にさらされていたり,事 故に遭遇 したりし

て,劣 化が進んでいる。次の事故の際の安全は

保証できない。リコール対象商品なども見かけ

られて,外 付けロッキングクリップを必要とす

るものも中古品に多い。また,日 本の安全基準

が2003年から大幅に厳 しくなった。この 「2003

年基準」を満たさない古い製品は思い切つて廃

棄処分 し,新 品を用意することを奨めている。

CSSで も使用歴が不明なもの, リコール対象,

認定マークのないもの, メーカーの耐用年数を

越えたもの,付 属品が揃っていないもの,本 体

に損傷があるもの,説 明書のないものなどの使

用は避けるとしているa。

物理的に載せることができず,禁 じられてい

るエアバック付 きの助手席
"～Dや
,対 応 してい

ない2点 式シー トベル トの中央シー トなどに取

付けざるをえないケースを認めるのも多胎の特

徴である。近年の報告で,37週 3 kg以上の正

常新生児では,ベ ッドタイプのチャイルドシー
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アバック付
助手席は禁

図4 3列 シート車の評価 :多胎退院時

①

3点式シー

トベルト

ELRタイプ
( E m e r g e n c y  L o c k i n g

R e t r a c t o r )

普段はフリー,あ る
二定以上

の速度もしくは角度に対して

自動的にロックがかかる,
CSの固定には別途ロッキン

グクリップやロツクオフデバ

イスを必要とする

②
ALRタ イプ
(Automatic Locking

Retractor)

一度装着するとそれ以上ベル

トが繰り出されない,ELRが
採用される以前にはよくみら

れたが,今 は使われていない

③

A L R / E L Rスイッ

チタイプ

(ALR機 能付き
ELR)

通常はELRで ,ベ ルトをいっ

たん最後まで繰り出すとALR

に切り替わり,戻 したところ

で固定され,そ れ以上引き出
せない,そ のため,CSを
しっかり固定する作業がやり
やすくなる

④
2点式シー

トベルト
リトラクターなし 手動で締めつけ具合を調節

図 5 巻 き取 り機 (リトラクター)に よるシ
ー トベル トの分類および代表的な配置

卜の呼吸に対する優位性は疑問視されつつあ

るの。こと多胎児ではコンパクトなシートを選

択すべきであるにもかかわらず, このような事

態が生じるのは保護者の認識の甘さや不十分

な理解が招く事態である。しかし多胎に関する

CSの 情報は少なく,経 験のない保護者に判断

させるには限界があると感じられる。そのため

にも多胎妊娠にはじめに関わる医療機関で,多

ドアの開き方 チャイルドシー ト取付け状況 総合評価

A
中央ウォ

ーク

スルー
2列目両側 ドア

2列 目に2台 可能,3列 目は物理的

制限で取付けにくい
○

B
2列ロシー ト

6:4可倒式

2列目両狽lドア
2列 目に 1台可能,3列 目は物理的

制限で取付けにくい
△

C 片側スライドドア
2列目の1台,3列目の2台は物理的

制限で取付けにくい
×
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胎に関するCSの 情報提供してゆき,必 要に応

じて CSSな どの専門機関に相談できる態勢を

つくることが今後必要となると考えら4た 9

V.結    論

多胎児の CSは 単胎児と比較して特殊性が強

くなる。周産期センターで多胎の退院指導の中

で的確な装着指導を行ってゆくには,そ の特殊

性を保護者に早期に理解してもらい,専 門家な

どと連携しながら車種の選定も含めて総合的に

対応 してゆくことが望まれる。
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〔Summary〕

Though the number of rnultiple birth is increasing

recently thrOugh the advancement of the repro―

ductive medicine, there is no special guideline of

car safety seat use for multiple birth infants We

studied the current issues of child safety seat use in

multiple birth compared to single birth.The fo110w_

ing three characteristics were clarined in multiple

birth;fewer small cars, higher ratio of secOnd hand

or rental seats, and higher frequency of incompat‐

ibility between car and safety seat. In multiple

pregnancy the proper advice is indispensable before

preparing the car and safety seat.
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